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『てくのクテ』は、知っている方、知らない方を問わず、ＩＴに関する色々な疑問？？？や、テクノ産業から
皆さまにお伝えしたいことなどを配信したいと考えております。

2023年2月 テクノ産業の休日カレンダー

■Excel のステータスバーとは

2月は一年中で
一番さむい てくのぉ

2/3：豆まき 恵方巻！
方角は南南東のやや南てくのぉ！

当日お店に行くとと恵方巻まつりてくのぉ
いろいろな恵方巻がありすぎてうれしいけど

そんなに食べられないてくのぉ！
2/4：立春 、2/8：針供養
2/14：バレンタインディー

2/22：猫の日にゃんにゃんにゃん
2/23：天皇誕生日+富士山の日
意外と盛りだくさんな2月てくのぉ

寒さに負けずに乗り切って
いくてくのぉ

Excel には関数を使用しなくても計算結果を表示してくれる場所があります。それがステータス
バーです。初期値はチェックが入っていないのでわかりづらいのですが、ステータスバーで右
クリックを押下すると設定画面が表示されます。ここにチェックを入れることで関数を使用し
なくても計算結果が表示されるようになります。実際に使ってみましょう。

てくのクテ

Excel の【ステータスバー】の使い方
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スタイルは異なりますがすべて一緒です。
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操作を元に戻す Ｚ

元に戻した操作をやり直し Ctrl Ｙ＋
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アカウント作成画面
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■アイコンから選択する
アイコンから

●お気に入りバーを表示・追加方法

Shift

＋

リボンにあるオートSUM
ボタンをクリックします

抽出していない状態だと
SUM 関数が表示されます
この場合、抽出しても

合計されるだけになります

リボンにあるオートSUM
ボタンをクリックします

■Excel のステータスバーを活用しよう

●平均を求める
AVERAGE 関数と同じ結果で
す。

●個数を求める
COUNT関数と同じ結果です。

●合計を求める
SUM関数と同じ結果です。

●3項目にチェックすると
全ての情報が表示されます

■ステータスバーの活用方法はいろいろ
●活用方法は行数がたくさんあった場合にCOUNT 関数やSUM 関数を使わなくても列行を選択す
ればすぐに求められます。また、計算機の代わりとしても使用できます。通常の計算機では入
力間違えた場合、もう一度計算する必要がありますが、Excel なら入力を間違えても入力した数
値が表示されているのですぐに気づくことができます。

Nの列をクリックするとデータ個数が表示
されます。ただし、ラベル部分を差し引い
てください。

Rの列をクリックすると平均、データの個
数、合計が表示されます。平均と合計が数
値の部分のみ算出して求められます。
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計算機はもういりません
↓これからは↓
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